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繰入先の会計 予　算　額 繰出先の会計 予　算　額

10,277,867 1,432,559 10,695,954 2
国 民 健 康 保 険 事 業 4,084,655 一　般　会　計 201,070 4,084,655 一　般　会　計 1
交 通 災 害 共 済 事 業 7,360 一　般　会　計 87 7,360
公 共 下 水 道 事 業 1,620,720 一　般　会　計 503,864 1,620,720
農 業 集 落 排 水 事 業 76,450 一　般　会　計 56,406 76,450

訳 営 農 飲 雑 用 水 事 業 23,821 一　般　会　計 6,179 23,821
介 護 保 険 事 業 2,944,270 一　般　会　計 394,620 2,944,270 一　般　会　計 1
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 373,057 一　般　会　計 105,543 373,057
水 道 事 業 1,147,534 一　般　会　計 164,790 1,565,621

（Ａ） （B） （C） （D）

24,225,867 1,432,561 24,643,954 1,432,561

水道損益勘定留
保資金充当額等

（Ｅ）
418,087

（Ａ）－（Ｂ） （C）-（D）-（Ｅ）

22,793,306 22,793,306

う　ち　繰　入　先
予　算　額

う　ち　繰　出　先

1,432,559国民健康保険、介護保険

国民健康保険、交通災害共
済、公共下水道、農業集落
排水、営農飲雑用水、介護
保険、後期高齢者医療、水
道

-
1
-

平成２３年度　歳入歳出予算の総計表及び純計表

（単位　千円）

会　　　計　　　間

歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出

予　算　額

（D）

一　　　　般　　　　会　　　　計 13,948,000 2 13,948,000

特　　　　別　　　　会　　　　計

総　　　　　計

1,432,561 1,432,561

純　　　　　計

会　計　間　の　重　複　額
（Ｂ）



平成２３年度 平成２２年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 市 税 4,178,426 4,215,782 △ 37,356 30.0% △ 0.9%
 ２． 地 方 譲 与 税 117,600 123,800 △ 6,200 0.8% △ 5.0%
 ３． 利 子 割 交 付 金 7,000 11,700 △ 4,700 0.1% △ 40.2%
 ４． 配 当 割 交 付 金 3,600 3,600 0 0.0% 0.0%
 ５． 株式等譲渡所得割交付金 1,800 1,800 0 0.0% 0.0%
 ６． 地 方 消 費 税 交 付 金 348,000 330,000 18,000 2.5% 5.5%
 ７． ゴルフ場利用税交 付金 5,400 5,400 0 0.0% 0.0%
 ８． 自 動 車 取 得 税 交 付 金 32,900 40,000 △ 7,100 0.2% △ 17.8%
 ９． 地 方 特 例 交 付 金 37,700 36,600 1,100 0.3% 3.0%
１０． 地 方 交 付 税 4,640,000 4,560,000 80,000 33.3% 1.8%
１１． 交通安全対策特別交付金 7,800 7,800 0 0.1% 0.0%
１２． 分 担 金 及 び 負 担 金 326,477 326,405 72 2.3% 0.0%
１３． 使 用 料 及 び 手 数 料 245,189 247,313 △ 2,124 1.8% △ 0.9%
１４． 国 庫 支 出 金 1,254,349 1,303,833 △ 49,484 9.0% △ 3.8%
１５． 県 支 出 金 953,414 843,905 109,509 6.8% 13.0%
１６． 財 産 収 入 5,029 4,832 197 0.0% 4.1%
１７． 寄 附 金 641 501 140 0.0% 27.9%
１８． 繰 入 金 101,502 1,509 99,993 0.7% 6626.4%
１９． 繰 越 金 160,000 160,000 0 1.2% 0.0%
２０． 諸 収 入 753,273 432,720 320,553 5.4% 74.1%
２１． 市 債 767,900 787,500 △ 19,600 5.5% △ 2.5%

13,948,000 13,445,000 503,000 100.0% 3.7%

平成２３年度 平成２２年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 議 会 費 221,966 177,046 44,920 1.6% 25.4%
 ２． 総 務 費 1,425,083 1,424,159 924 10.2% 0.1%
 ３． 民 生 費 4,234,691 4,058,734 175,957 30.4% 4.3%
 ４． 衛 生 費 1,548,587 1,443,958 104,629 11.1% 7.2%
 ５． 労 働 費 62,271 62,555 △ 284 0.5% △ 0.5%
 ６． 農 林 水 産 業 費 721,736 758,124 △ 36,388 5.2% △ 4.8%
 ７． 商 工 費 828,099 516,415 311,684 5.9% 60.4%
 ８． 土 木 費 1,378,419 1,411,277 △ 32,858 9.9% △ 2.3%
 ９． 消 防 費 591,544 599,560 △ 8,016 4.2% △ 1.3%
１０． 教 育 費 1,207,956 1,257,131 △ 49,175 8.7% △ 3.9%
１１． 災 害 復 旧 費 4 4 0 0.0% 0.0%
１２． 公 債 費 1,707,643 1,716,036 △ 8,393 12.2% △ 0.5%
１３． 諸 支 出 金 1 1 0 0.0% 0.0%
１４． 予 備 費 20,000 20,000 0 0.1% 0.0%

13,948,000 13,445,000 503,000 100.0% 3.7%

平成２３年度一般会計予算事項別明細総括表

款

（歳入）

（歳出）

(単位　千円、％）

歳 入 合 計

歳 出 合 計

款

－2－



平成２３年度 平成２２年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 国 民 健 康 保 険 税 939,763 1,041,245 △ 101,482 23.0% △ 9.7%
 ２． 使 用 料 及 び 手 数 料 500 500 0 0.0% 0.0%
 ３． 国 庫 支 出 金 1,173,905 1,159,161 14,744 28.7% 1.3%
 ４． 療 養 給 付 費 交 付 金 212,235 205,487 6,748 5.2% 3.3%
 ５． 前 期 高 齢 者 交 付 金 685,246 626,873 58,373 16.8% 9.3%
 ６． 県 支 出 金 196,781 189,143 7,638 4.8% 4.0%
 ７． 共 同 事 業 交 付 金 527,426 497,524 29,902 12.9% 6.0%
 ８． 財 産 収 入 201 652 △ 451 0.0% △ 69.2%
 ９． 繰 入 金 301,070 286,356 14,714 7.4% 5.1%
１０． 繰 越 金 34,397 38,111 △ 3,714 0.9% △ 9.7%
１１． 諸 収 入 13,131 16,487 △ 3,356 0.3% △ 20.4%

4,084,655 4,061,539 23,116 100.0% 0.6%

平成２３年度 平成２２年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 総 務 費 29,314 27,583 1,731 0.7% 6.3%
 ２． 保 険 給 付 費 2,708,033 2,695,639 12,394 66.3% 0.5%
 ３． 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 507,610 531,712 △ 24,102 12.4% △ 4.5%
 ４． 前 期 高 齢 者 納 付 金 等 1,200 1,627 △ 427 0.0% △ 26.2%
 ５． 老 人 保 健 拠 出 金 1,100 1,300 △ 200 0.0% △ 15.4%
 ６． 介 護 納 付 金 242,940 254,736 △ 11,796 6.0% △ 4.6%
 ７． 共 同 事 業 拠 出 金 530,135 485,538 44,597 13.0% 9.2%
 ８． 保 健 事 業 費 34,819 33,449 1,370 0.9% 4.1%
 ９． 財 産 費 201 652 △ 451 0.0% △ 69.2%
１０． 公 債 費 1 1 0 0.0% 0.0%
１１． 諸 支 出 金 9,302 9,302 0 0.2% 0.0%
１２． 予 備 費 20,000 20,000 0 0.5% 0.0%

4,084,655 4,061,539 23,116 100.0% 0.6%

平成２３年度 平成２２年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 交通災害共済事業収入 7,050 7,870 △ 820 95.8% △ 10.4%
 ２． 財 産 収 入 221 354 △ 133 3.0% △ 37.6%
 ３． 繰 入 金 87 57 30 1.2% 52.6%
 ４． 繰 越 金 1 1 0 0.0% 0.0%
 ５． 諸 収 入 1 1 0 0.0% 0.0%

7,360 8,283 △ 923 100.0% △ 11.1%

平成２３年度 平成２２年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 事 業 費 7,360 8,283 △ 923 100.0% △ 11.1%

7,360 8,283 △ 923 100.0% △ 11.1%

平成２３年度国民健康保険事業特別会計予算事項別明細総括表

平成２３年度交通災害共済事業特別会計予算事項別明細総括表

（歳出）
款

歳 出 合 計

（歳入）

（歳出）
款

款
（歳入）

歳 出 合 計

歳 入 合 計

歳 入 合 計

(単位　千円、％）
款

(単位　千円、％）

－3－



平成２３年度 平成２２年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 分 担 金 及 び 負 担 金 23,077 28,836 △ 5,759 1.4% △ 20.0%
 ２． 使 用 料 及 び 手 数 料 327,939 330,443 △ 2,504 20.2% △ 0.8%
 ３． 国 庫 支 出 金 239,000 234,750 4,250 14.8% 1.8%
 ４． 繰 入 金 503,864 513,666 △ 9,802 31.1% △ 1.9%
 ５． 繰 越 金 1 1 0 0.0% 0.0%
 ６． 諸 収 入 5,539 6,141 △ 602 0.3% △ 9.8%
 ７． 市 債 521,300 480,800 40,500 32.2% 8.4%

1,620,720 1,594,637 26,083 100.0% 1.6%

平成２３年度 平成２２年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 総 務 費 248,201 243,065 5,136 15.3% 2.1%
 ２． 建 設 費 524,495 489,651 34,844 32.4% 7.1%
 ３． 公 債 費 848,024 861,921 △ 13,897 52.3% △ 1.6%

1,620,720 1,594,637 26,083 100.0% 1.6%

平成２３年度 平成２２年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 分 担 金 及 び 負 担 金 30 30 0 0.0% 0.0%
 ２． 使 用 料 及 び 手 数 料 20,012 20,156 △ 144 26.2% △ 0.7%
 ３． 繰 入 金 56,406 63,602 △ 7,196 73.8% △ 11.3%
 ４． 繰 越 金 1 1 0 0.0% 0.0%
 ５． 諸 収 入 1 1 0 0.0% 0.0%

76,450 83,790 △ 7,340 100.0% △ 8.8%

平成２３年度 平成２２年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 農 業 集 落 排 水 事 業 費 23,788 31,091 △ 7,303 31.1% △ 23.5%
 ２． 公 債 費 52,662 52,699 △ 37 68.9% △ 0.1%

76,450 83,790 △ 7,340 100.0% △ 8.8%

歳 入 合 計

款

歳 出 合 計

款

（歳出）

歳 入 合 計

（歳入）
款

(単位　千円、％）

(単位　千円、％）

平成２３年度公共下水道事業特別会計予算事項別明細総括表

（歳出）
款

歳 出 合 計

平成２３年度農業集落排水事業特別会計予算事項別明細総括表
（歳入）
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平成２３年度 平成２２年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 分 担 金 及 び 負 担 金 1 1 0 0.0% 0.0%
 ２． 使 用 料 及 び 手 数 料 17,637 17,781 △ 144 74.1% △ 0.8%
 ３． 繰 入 金 6,179 5,427 752 25.9% 13.9%
 ４． 繰 越 金 1 1 0 0.0% 0.0%
 ５． 諸 収 入 3 2 1 0.0% 50.0%

23,821 23,212 609 100.0% 2.6%

平成２３年度 平成２２年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 営 農 飲 雑 用 水 事 業 費 18,802 18,193 609 78.9% 3.3%
 ２． 公 債 費 5,019 5,019 0 21.1% 0.0%

23,821 23,212 609 100.0% 2.6%

平成２３年度 平成２２年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 介 護 保 険 料 466,476 470,105 △ 3,629 15.8% △ 0.8%
２． 分 担 金 及 び 負 担 金 457 457 0 0.0% 0.0%
 ３． 使 用 料 及 び 手 数 料 80 80 0 0.0% 0.0%
 ４． 国 庫 支 出 金 717,435 661,676 55,759 24.4% 8.4%
 ５． 支 払 基 金 交 付 金 858,752 800,040 58,712 29.2% 7.3%
 ６． 県 支 出 金 437,078 410,644 26,434 14.8% 6.4%
 ７． 財 産 収 入 160 276 △ 116 0.0% △ 42.0%
 ８． 繰 入 金 463,826 397,845 65,981 15.8% 16.6%
 ９． 繰 越 金 1 1 0 0.0% 0.0%
１０． 諸 収 入 5 5 0 0.0% 0.0%

2,944,270 2,741,129 203,141 100.0% 7.4%

平成２３年度 平成２２年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 総 務 費 28,034 25,646 2,388 1.0% 9.3%
 ２． 保 険 給 付 費 2,844,918 2,649,155 195,763 96.6% 7.4%
 ３． 財政安定化基金拠出金 1 1 0 0.0% 0.0%
 ４． 地 域 支 援 事 業 費 62,307 63,497 △ 1,190 2.1% △ 1.9%
 ５． 地域包括ケア推進事業費 6,161 0 6,161 0.2% 皆増
 ６． 基 金 積 立 金 160 276 △ 116 0.0% △ 42.0%
 ７． 公 債 費 1 1 0 0.0% 0.0%
 ８． 諸 支 出 金 503 503 0 0.0% 0.0%
 ９． 予 備 費 2,185 2,050 135 0.1% 6.6%

2,944,270 2,741,129 203,141 100.0% 7.4%

(単位　千円、％）

款

歳 出 合 計

（歳入）
款

平成２３年度営農飲雑用水事業特別会計予算事項別明細総括表

（歳出）
歳 入 合 計

款

歳 出 合 計

平成２３年度介護保険事業特別会計予算事項別明細総括表
（歳入） (単位　千円、％）

款

歳 入 合 計
（歳出）
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平成２３年度 平成２２年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 後期高齢者医療保険料 258,054 259,258 △ 1,204 69.2% △ 0.5%
 ２． 使 用 料 及 び 手 数 料 101 101 0 0.0% 0.0%
 ３． 繰 入 金 105,543 105,422 121 28.3% 0.1%
４． 繰 越 金 5,000 5,000 0 1.3% 0.0%
５． 諸 収 入 4,359 4,073 286 1.2% 7.0%

373,057 373,854 △ 797 100.0% △ 0.2%

平成２３年度 平成２２年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 総 務 費 3,944 4,008 △ 64 1.1% △ 1.6%
 ２． 後期高齢者医療健康診査事業費 3,853 3,567 286 1.0% 8.0%
 ３． 後期高齢者医療広域連合納付金 364,755 365,774 △ 1,019 97.8% △ 0.3%
 ４． 諸 支 出 金 505 505 0 0.1% 0.0%

373,057 373,854 △ 797 100.0% △ 0.2%

平成２３年度後期高齢者医療事業特別会計予算事項別明細総括表
（歳入） (単位　千円、％）

款

歳 入 合 計
（歳出）

款

歳 出 合 計
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予算額 構成比 予算額 構成比 増   減 伸び率

人 件 費 2,727,669 19.6% 2,729,553 20.3% △ 1,884 △ 0.1%

扶 助 費 2,037,864 14.6% 2,006,475 14.9% 31,389 1.6%

公 債 費 1,707,643 12.2% 1,716,036 12.8% △ 8,393 △ 0.5%

小計① 6,473,176 46.4% 6,452,064 48.0% 21,112 0.3%

物 件 費 1,694,844 12.1% 1,577,300 11.7% 117,544 7.5%

維 持 補 修 費 458,975 3.3% 451,589 3.4% 7,386 1.6%

補 助 費 等 2,170,307 15.6% 2,109,801 15.7% 60,506 2.9%

投 資 及 び 出 資 金 20,948 0.2% 20,289 0.2% 659 3.2%

貸 付 金 574,541 4.1% 246,024 1.8% 328,517 133.5%

積 立 金 2,484 0.0% 1,894 0.0% 590 31.2%

繰 出 金 1,730,325 12.4% 1,682,058 12.5% 48,267 2.9%

予 備 費 20,000 0.1% 20,000 0.1% 0 0.0%

小計② 6,672,424 47.8% 6,108,955 45.4% 563,469 9.2%

小計①＋② 13,145,600 94.2% 12,561,019 93.4% 584,581 4.7%

投 資 的 経 費 ③ 802,400 5.8% 883,981 6.6% △ 81,581 △ 9.2%

補               助 71,465 0.5% 112,109 0.8% △ 40,644 △ 36.3%

単               独 690,475 5.0% 718,809 5.4% △ 28,334 △ 3.9%

県営事業負担金 40,460 0.3% 53,063 0.4% △ 12,603 △ 23.8%

合計①＋②＋③ 13,948,000 100.0% 13,445,000 100.0% 503,000 3.7%

平成２３年度 平成２２年度 比       較

一 般 会 計 性 質 別 経 費 調 

(単位　千円、％）

区           分

－7－



補  助 単  独

介 護 基 盤 緊 急 整 備 費 補 助 金 64,800 64,800

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 建 設 整 備 費 補 助 金 28,059 28,059

神 室 荘 改 修 整 備 事 業 34,700 34,700

※ 民 間 立 保 育 所 施 設 改 修 事 業 費 補 助 金 30,000 30,000

※ 合 併 処 理 浄 化 槽 設 置 整 備 費 補 助 金 22,900 22,900 0

農林水産業創意工夫プロジェクト支援事業費補助金 5,132 5,132

活力ある園芸産地創出支援事業費補助金 13,992 13,992

県 営 基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業 助 成 金 9,310 9,310

新庄農業水利事業農家負担軽減対策助成金 57,005 57,005

県 土 地 改 良 事 業 負 担 金 39,460 39,460

国 営 土 地 改 良 事 業 負 担 金 197,181 197,181

美 し い 森 林 づ く り 基 盤 整 備 事 業 1,112 1,112

森 林 整 備 促 進 ・ 林 業 再 生 事 業 2,053 2,053

福 田 工 業 団 地 線 道 路 整 備 事 業 46,000 46,000

五 日 町 金 沢 線 道 路 整 備 事 業 65,715 65,715

泉 田 二 枚 橋 線 道 路 整 備 事 業 20,220 20,220

公 共 土 木 事 業 負 担 金 （ 道 路 ） 1,000 1,000

公 営 住 宅 改 善 事 業 2,900 2,900

公 営 住 宅 整 備 事 業 21,500 21,500

※ 凍 結 防 止 剤 散 布 車 整 備 事 業 21,000 21,000

沖 の 町 ・ 中 山 町 地 区 流 雪 溝 整 備 事 業 30,000 30,000

消 防 施 設 整 備 費 補 助 金 1,674 1,674

小 型 動 力 ポ ン プ 更 新 補 助 金 4,032 4,032

学 校 施 設 耐 震 化 事 業 28,000 28,000

※ 人 間 国 宝 ・ 奥 山 峰 石 作 品 購 入 事 業 10,000 10,000

そ の 他 44,655 44,655

計 802,400 71,465 730,935

※印は新規事業

内    訳
事        業        名 事業費

一般会計投資的経費の内訳
（単位  千円）
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特定財源 一般財源

緊 急 雇 用 創 出 事 業 臨 時 特 例 基 金 事 業 74,155 74,155 0
ふ る さ と 雇 用 再 生 特 別 基 金 事 業 44,457 44,457 0
地 域 づ く り 支 援 事 業 15,952 4,300 11,652

※ 看 護 師 養 成 機 関 研 究 調 査 業 務 委 託 3,000 3,000
※ 企 業 誘 致 戦 略 策 定 事 業 負 担 金 3,200 3,200

市 営 バ ス 運 行 事 業 3,238 1,500 1,738
※ 山 形 県 議 会 議 員 選 挙 11,140 11,140 0
※ 新 庄 市 長 選 挙 21,179 21,179
※ 市 議 会 議 員 選 挙 44,782 44,782

重 度 心 身 障 が い ( 児 ) 者 医 療 給 付 事 業 85,820 42,316 43,504

障 害 者 自 立 支 援 給 付 事 業 350,208 264,331 85,877
高 齢 者 介 護 支 援 サ ー ビ ス 事 業 394,620 394,620

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 421,460 60,156 361,304

子 育 て 支 援 医 療 給 付 事 業 53,077 25,980 27,097

わ ら す こ 広 場 管 理 運 営 事 業 21,271 1,176 20,095

※ 母 子 家 庭 自 立 支 援 事 業 3,384 2,538 846

ひ と り 親 家 庭 等 医 療 給 付 事 業 22,390 11,150 11,240

児 童 扶 養 手 当 支 給 事 業 186,775 62,258 124,517

子 ど も 手 当 支 給 事 業 801,645 718,285 83,360

※ ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防接種事業 66,240 48,001 18,239
健 康 増 進 事 業 50,125 20,432 29,693
夜 間 休 日 診 療 所 管 理 運 営 事 業 31,282 23,201 8,081
上 水 道 高 料 金 対 策 繰 出 金 等 143,842 143,842
容 器 包 装 リ サ イ ク ル 事 業 30,596 601 29,995
ご み 減 量 化 対 策 事 業 16,427 5,916 10,511
農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 総 合 見 直 し 事 業 30,098 30,098
エ コ ロ ジ ー ガ ー デ ン 推 進 事 業 9,182 1,058 8,124
若 者 園 芸 実 践 塾 事 業 16,034 3,466 12,568
農 地 ・ 水 ・ 環 境 保 全 向 上 対 策 事 業 14,701 350 14,351
新 庄 ま つ り 運 営 事 業 負 担 金 12,640 12,640

※ インバウンド誘致キャンペーン実行委員会負担金 3,325 3,325
児 童 生 徒 個 別 支 援 事 業 13,776 13,776

※ 外 国 語 教 育 推 進 事 業 8,663 8,663
※ 小 中 一 貫 教 育 校 建 設 事 業 38,000 38,000

学 校 施 設 耐 震 化 事 業 24,500 8,164 16,336
※ 地 域 公 民 館 整 備 費 補 助 金 1,000 1,000
※ 人間国宝・奥山峰石金工６０周年記念展開催事業 3,381 3,381
※ 旧 山 屋 小 学 校 施 設 活 用 事 業 9,049 639 8,410

※印は新規事業

一般会計投資的経費以外の主要事業
（単位  千円）

事        業        名 事業費
内    訳
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平成２３年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

        総務課 秘書行政室  

事 業 名 職員研修事業 事 業 費 ３，７４４千円 

 
 ■目 的  

 地方分権の進展、少子高齢化など社会情勢の変化により住民ニーズが多様化する一方で、

市町村の財政は今後も厳しい状況が続くと予想されます。 
   こうした状況の中、限られた財源のもとで少数精鋭の職員による「最小の経費で最大の効

果」を挙げるため、職員の能力開発、人材育成を行い、活力ある職員集団による住民サービ

スの向上を図ることを目的として、職員研修を拡充します。 
 
■内 容 
 平成２２年度策定の「新庄市人材育成推進プラン」により、市における職員研修を体系化

し、次の３点を柱として職員研修を行います。 
 
○職場内研修 
・職場内研修（ＯＪＴ）の推進 
・フレッシュマンサポーター制度の推進 

○職場外研修 
・階層別研修（採用予定者事前研修、新規採用職員研修、主事・主任級研修、新任主査

級研修など） 
・専門研修（人事評価研修、ＯＪＴ研修など） 
・派遣研修（最上広域市町村圏事務組合、山形県市町村職員研修所、市町村アカデミー、

民間企業など） 
・特別研修 
○自主研修 
・自主研究グループの設立支援など 

 
 平成２３年度は、山形県市町村職員研修所、市町村アカデミーにおける研修への職員の派

遣を拡充するとともに、市単独で行う専門研修（人事評価研修、ＯＪＴ研修等）及び階層別

研修（採用予定者事前研修、新規採用職員研修等）のさらなる充実を図ります。 
 また、民間企業で実施する「ソーシャル・コミュニケーション戦略プロデューサー塾」に

職員を派遣し、戦略的な広報活動のノウハウとマーケティングの基礎を取得・実施体験し、

地域課題に先覚的に取り組む職員を育成します。 
 
 ■事業費 

○専門研修（人事評価研修、ＯＪＴ研修） ５７７千円 
○派遣研修 

・山形県市町村職員研修所   ４０８千円 
・市町村アカデミー      ６６８千円 
・社会教育主事講習      ２８３千円 
・民間企業派遣研修    １，８０８千円 

－１－ 



 

平成２３年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                                 福祉事務所 児童支援室  

事 業 名 母子家庭自立支援事業 事 業 費 ３，３８４千円 

 

■目 的 

   母子家庭の母が就職の際に有利となり、かつ生活の安定に資する資格の習得を促進するた

めに、高等技能訓練促進費や入学支援修了一時金を支給します。 

 

■内 容 

１．期 間  修業する期間（２年以上のカリキュラムは必修）の全期間。 

（平成 21 年 6 月 5 日から平成 24 年 3 月 31 日までに修業している者に限定） 

 

２．対 象  次に掲げる条件のすべてに該当するものに支給 

○児童扶養手当の支給を受けているか、又は同様の所得水準にある者。 

○就職を容易にするために必要な資格として定めた資格を習得するため、

養成機関において 2 年以上のカリキュラムを修業し、対象資格の習得が

見込まれる者。 

○就業又は育児と修業の両立が困難であると認められる者。 

○新庄市に住所を有する者。 

○過去に訓練促進費、高等技能訓練促進費と趣旨を同じくする給付を受け

たことがない者。 

 

３．支給額  高等技能訓練促進費 

           市県民税非課税世帯  月額１４万１千円 

           上記以外の者     月額 ７万５百円 

         入学支援修了一時金(修了時に支給)   

           市県民税非課税世帯     ５万円 

           上記以外の者        ２万５千円 

       

■事業費 

母子家庭自立支援給付金（高等技能訓練促進費）   ３，３８４千円 

 

（財源）母子家庭自立支援給付金事業費補助金(国)  事業費×3/4×1/2 

       ひとり親家庭自立支援事業費補助金(県)   事業費×3/4×1/2 
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平成２３年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

       福祉事務所 児童支援室  

事 業 名 民間立保育所施設改修事業 事 業 費 ３０，０００千円 

 
■目 的 

平成２２年４月１日より市立北部保育所は民営化され、社会福祉法人平和春秋会新庄保育

園となりました。 
土地は無償貸与、建物設備等は無償譲渡しましたが、建物については移管後に民間立認可

保育所適用の補助制度により施設整備を行うこととしていました。整備箇所は「屋根の全面

葺替え」と「乳幼児室増設及び所内営繕」となりますが、乳幼児室の増設については、３歳

未満児の市全体の保育需要の増加に伴う待機児童対策に対応するものです。 
  
■内 容 

安心こども基金「保育所緊急整備事業（民間立保育所）」の制度適用による新庄保育園の「屋

根全面葺替え」と「乳幼児室の増設および所内の営繕」の実施に対して、その費用を補助し

ます。 
     

■事業費 
民間立保育所施設改修事業費補助金      ３０，０００千円 

     （対象 社会福祉法人平和春秋会 新庄保育園） 
          

（財源）県安心こども基金による補助金    １５，０００千円 
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平成２３年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                                  健康課 健康推進室  

事 業 名 ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防接種事業 事 業 費 ６６，２４０千円 

 
 ■目 的  

まちづくり総合計画の重点プロジェクトのひとつである「安全・安心充実プロジェクト」

を推進する事業として、各種予防接種の充実を図ることにより、市民の健康を守り、安心し

て暮らせるまちづくりを進めることを目的とします。 
  
■内 容 
  下記の３つの予防接種について、新たに全額公費負担（自己負担なし）により実施します。 
 
   ①ヒブ予防接種 
     接種対象者 ０～４歳の乳幼児 
     接種方法  ０歳時：３回接種 

１歳時：１回接種 
２～４歳時：１回接種 

            ※標準的な接種パターンは、０歳時に３回接種し、１歳時に１回追

加接種となります。 
   ②小児用肺炎球菌予防接種 

 接種対象者 ０～４歳の乳幼児 
     接種方法  ０歳時：３回接種 

１歳時：２回接種 
２～４歳時：１回接種 
※標準的な接種パターンは、０歳時に３回接種し、１歳時に１回追

加接種となります。 
   ③子宮頸がん予防接種 
     接種対象者 中学１年生～高校１年生の女子 
     接種方法  中学１年生は２２年度に２回接種済みのため１回接種 
           中学２年生～高校１年生は３回接種 
            ※標準的な接種パターンは、中学１年生の女子に３回接種となりま

す。 
  
 ■事業費 
   ○ヒブ予防接種        

１６，７２０千円（内 国補助金  ７，８３４千円 県補助金 ３，９１７千円） 
○小児用肺炎球菌予防接種 
  ２２，３７０千円（内 国補助金 １１，１８５千円 県補助金 ５，５９２千円） 
○子宮頸がん予防接種 
  ２７，１５０千円（内 国補助金 １２，９８２千円 県補助金 ６，４９１千円） 

      ※接種費用の９０％に対し、国で１／２、県で１／４補助。 
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平成２３年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                                    環境課 環境保全室  

事 業 名 合併浄化槽設置助成事業 事 業 費 ２２，９００千円 

 
 ■目 的  

合併浄化槽に切り替えする方に対し、助成金を交付することにより、生活雑排水を処理せ

ず放流する単独浄化槽や汲み取り式トイレからの合併浄化槽への転換を推進し、水洗率の向

上及び水質改善を図ります。 
 

■内 容  
合併浄化槽を設置する方に対し助成金（設置費用の４割で上限設定あり）を交付します。 

      
○助成の上限：５人槽   ３５２千円 

６～７人槽 ４４１千円 
 

○助成対象区域  
・公共下水道計画区域以外、及び農業集落排水事業計画区域以外の地域 
・公共下水道計画及び農業集落排水事業計画で７年以上整備実施予定のない地域 

 
 ■事業費 ２２，９００千円 （うち１／３国庫補助７，６３３千円） 
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平成２３年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                                  農林課 農林振興室  

事 業 名 若者園芸実践塾事業 事 業 費 １６，０３４千円 

 
■目 的 
 農業従事者の減少と高齢化が進行する中、市の基幹産業である農業の発展、地域の活性化

のためには、新たに農業を担う人材、特に青年農業者の育成・確保が急務となっています。

あわせて、米の生産抑制や米価の低迷が続く中、所得の向上を目指すには、農業経営基盤強

化促進基本構想や新庄市水田農業ビジョンで掲げる園芸作物等の導入による複合経営の構築

を進めていく必要があります。そのため、園芸作物等の栽培・経営ができる担い手の実践的

養成機関を創設し、運営するため、若者園芸実践塾事業を実施します。 
 平成２２年度は、運営組織を立ち上げ、施設整備を実施し、１０月１日に開塾しました。

平成２３年度は、施設の増設を行い、塾運営を更に充実させていく計画としています。 
 
■内 容 
（１）運営組織   
 新庄市農業協同組合、新庄もがみ農業協同組合、新庄市の三者で構成する「新庄市若者園

芸実践塾運営協議会」が実施主体となり、協議会内に「運営指導委員会」を設置して、委員

会が運営内容等を決定・実施していきます。また、県の関係機関を顧問に委嘱し、指導・助

言を仰ぎます。塾については、塾長と副塾長が塾生５名を指導します。 
（２）実施場所・研修品目 
 ２２年度は、新庄市エコロジーガーデン内にパイプハウス（１００坪）３棟、育苗ハウス、

駐車場を整備しました。平成２３年度は、新たにパイプハウス（１００坪）１棟、管理棟を

整備し、ハウスごとに研修品目である花き、野菜、いちごを栽培します。 
（３）塾生処遇 
 研修期間は１年間で、在塾時は研修支援金を支給します。また、卒塾時にはハウス設置支

援金を支給します。 
 
■事業費 
  新庄市若者園芸実践塾運営協議会に補助金を交付し、運営協議会が事業を実施します。 
  
   農林水産業創意工夫プロジェクト支援事業費補助金（県補助金）３，４６６千円 
  新庄市若者園芸実践塾運営協議会補助金          １２，５６８千円    
           計                   １６，０３４千円 
 内訳  

歳入・歳出 項 目 金 額 備 考 充当財源 
（補助率１／３） 

歳入 販売代金 ２，５００千円   
人件費 ８，１３４千円 賃金、支援金  
運営費 ５，９００千円 種苗費、資材費等 １，９６６千円 歳出 
整備費 ４，５００千円 ハウス、管理棟工事費 １，５００千円 

計（歳出－歳入） １６，０３４千円  ３，４６６千円  
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平成２３年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                         商工観光課 観光交流室  

事 業 名 インバウンド誘致キャンペーン実行委員会負担金 事 業 費 ３，３２５千円 

 

■目 的  

  交流人口の拡大を図るプロジェクトにおいて、観光産業の育成と新たな観光客の発掘が求

められており、圏域を超えてインバウンドの受け入れを推進し、外国人観光客が本市を訪れ

るよう誘致を図ります。 

   

■内 容 

①方 針 外国人旅行客ゴールデンルート（京都・富士山・東京）以外に、近々世界遺産に

登録可能性のある平泉から東北のへそ観光地域ルートに誘客を図るため、キャンペ

ーンを実施します。 

②期 間 平成２３年１０月～１１月  （４泊５日） 

③具体策 台湾国台北市・台中市・高雄市内観光エージェントへの訪問と国際旅行博等への

参加を実施します。 

岩手県平泉町の中尊寺を中心とした施設・地域が、間もなく世界遺産登録になる

見込みです。「おくのほそ道」で平泉を訪れた俳聖松尾芭蕉は、帰路当地域を訪れ連

句の会を催しています。また、俳句は国際的に定着し、その中心に芭蕉が存在して

います。当地域は芭蕉の侘・寂を体感できる地域であり、今後海外に売り込める新

しい観光素材でもあります。 

そこで、この芭蕉関連の現代版「おくのほそ道」や豊かな自然、安全な食などを、

台湾の既に訪日経験のある方々を中心に売り込んでいきます。 

具体的には、台湾三大都市の観光エージェントへの訪問と、台北で行われる国際

旅行博への参加を通し売り込みを図っていきます。一地域ではゴールデンルートの

足元にも及ばないものの、県域を取り外した「東北のへそ観光地域」として協働で

売り込むことにより、誘客効果が相乗するものと考えています。そのツールとして、

魅力ある食や観光ルート等の提案を行っていきます。 

④推進体制 インバウンド誘致キャンペーン実行委員会 

 

■事業費 インバウンド誘致キャンペーン実行委員会負担金    ３，３２５千円 

 ①市関係者参加旅費・・・・・・・・・・・・ １，０５０千円 

 ②市関係者以外参加費助成・・・・・・・・・・  ８２５千円 

  ③共通経費・・・・・・・・・・・・・・・・・１，２７５千円 

   ・繁体字版チラシ・パンフレット 

   ・現地バスチャータ 

   ・通訳・ガイド 

   ・記念品 外 

  ④会議費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １７５千円 

   ・会場借り上げ 

   ・結団式・報告会 

   ・現地情報交換会 
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平成２３年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                             都市整備課 雪対策・道路管理室  

事 業 名 凍結防止剤散布車整備事業 事 業 費 ２１，１６３千円 

 
 ■目 的   

凍結防止剤散布車の更新を実施し、市道における冬期間の円滑な車両交通の確保と歩行者

の安全を図ります。 
        
 ■内 容   
  凍結防止剤散布車については、市道路面、主に道路勾配の急な路線や橋梁の凍結しやすい

箇所での凍結時における通行車両の安全を確保します。 
散布の主な箇所として、市道東山線ほか１２路線（延長４．４km）と、西山橋ほか１８橋
梁（延長０．６５km）があり、これらの箇所に 融雪剤（塩化マグネシウム）を散布するも
のです。 

 
■ 事業費 
（１）歳入   凍結防止剤散布車整備費社会資本整備交付金  

２１，０００千円×２／３     １４，０００千円 
凍結防止剤散布車整備事業債 

２１，０００千円×１／３×０．８  ５，６００千円 
一般財源                              １，５６３千円 

                                  計             ２１，１６３千円 
 
（２）歳出   凍結防止剤散布車（自走式２．５ｍ３級） 

           自動車購入費                 ２１，０００千円 
            登録手数料等                 １６３千円 

計            ２１，１６３千円 
 
 
      

※更新対象車（平成５年度購入） 
       使用年数       １７年    更新対象期限（１２年間） 
       稼働時間数   ３，４０８hr        更新対象時間（２，８００hr） 
              年平均修繕費  １，１００千円 
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平成２３年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

         学 校 教 育 課   

事 業 名 外国語教育推進事業 事 業 費 ８，６６３ 千円 

 
■目 的 
外国語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深め、子どもたちが積極的にコミュ

ニケーションを図ろうとする態度を身に付けさせるため、外国語指導助手（ＡＬＴ）を配置

します。 
 

○背 景 
小学校では、平成２３年度から完全実施される新学習指導要領のなかに外国語教育の充

実が掲げられており、５・６年生において外国語活動（年間３５時間）が必修になります。

また、中学校では、平成２４年度から新学習指導要領が完全実施され、英語は現在より全

学年で週１時間増え、年間で１４０時間になります。 
国際理解教育及び英語活動の充実については、指導体制の充実が強く求められており、

小中学校へのＡＬＴの配置はますます重要視され、ネイティブ・スピーカーの存在価値は

高まっています。 
 
■内 容 
ＡＬＴの任用期間は、平成２３年８月から平成２５年７月までの２年間であり、語学指導

等を行う外国青年招致事業（ＪＥＴプログラム）を活用し、北部と南部の拠点校にそれぞれ

１名を配置します。ＡＬＴの生来の英語に触れたり、外国の生活・文化に慣れ親しんだりす

る機会の提供であり、子どもたちの国際交流体験やコミュニケーション能力の育成と英語力

の向上を目指します。 
 
■事業費 

○主な内訳（単位：千円） 
給  料  ５，１２０   共 済 費    ６５６ 
旅  費  １，１８４   賃 借 料  １，１００ 
そ の 他    ６０３ 
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平成２３年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                                 教育総務課    

事 業 名 小中一貫教育校建設事業 事 業 費 ３８，０００千円 

 
 ■目 的 
  本市では、「もみの木教育プラン」に基づき平成１８年度から小中学校が連携して一貫した

教育を行うための実践・研究に取り組んできた経緯があり、地域の要望をうけてこの実績を

基に小中一貫教育校のあり方について検討を進めています。 
その中で萩野中学校区において、萩野中学校と泉田小学校、萩野小学校、昭和小学校を統

合し、小中児童生徒が同一の校舎で学校生活をおくる「施設一体型小中一貫教育校」の新設

を目指しています。 
平成２２年度から「新庄市小中一貫教育校基本計画策定委員会」を設置して、新たな学校

についてカリキュラム作成の視点から、また、効果的にカリキュラムを実現していくための

校舎配置や施設設備という視点から検討を行い「小中一貫教育校基本計画」の策定作業を進

めています。 
平成２３年度は、これまでの議論をうけてカリキュラムのありようをまとめていくことと

していますが、これと同時並行して「小中一貫教育校建設基本設計」の作成に着手する計画

であり、ハード・ソフト両面から、より具体的に学校の形を明らかにしていきたいと考えて

います。 
この「施設一体型小中一貫教育校」の新設は、本市の取り組む、学校、家庭、地域と一体

となった小中一貫教育推進を図るひとつの道しるべにしたいと考えています。 
 
■内 容 
  ・平成２３年度は、一貫教育校の校舎及び屋内体育館の基本設計業務を実施します。 
  ・建物の基本設計方針、構造、規模、レイアウトなど具体的な計画を策定します。 
  ・敷地内の建物配置や必要工期等の計画を行いながら、開校スケジュールの検討を行います。 
 
 ■事業費 

萩野地区小中一貫教育校建設基本設計業務委託料  ３８,０００千円（一般財源） 
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平成２３年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                                 教育総務課    

事 業 名 学校施設耐震化事業 事 業 費 ５２，５００千円 

 
 ■目 的 

平成７年に発生した阪神淡路大震災で被害を受けた建物を調査した結果、倒壊あるいは大

破した建物は、建築基準法における新耐震基準（昭和５６年６月１日施行）施行前に建築さ

れたものが多いことが判明しました。その教訓を活かし、地震災害時の児童生徒や教職員の

安全を確保するとともに、地域住民の避難所としての機能を確保するため、新耐震基準を満

たしていない学校施設の早急な耐震化を図ります。 
  
 ■対 象 
  新庄市の小中学校１４校６０棟のうち、新耐震基準を満たしていない１１校４３棟 

 
■内 容 
平成１７～１８年度に行った耐震化優先度調査を基に、平成２１年度から順次耐震診断、

補強設計、耐震化工事を行ってきました。 
平成２３年度からは、さらに耐震化事業を推進するため耐震診断を先行して実施し、診断

結果に基づき計画的に補強設計、耐震化工事を進めていきます。 
  
 ■事業費 

○平成２３年度には、６校１０棟の耐震診断を行います。 
   北辰小学校校舎耐震診断業務委託料    ５，８００千円 

    北辰小学校体育館耐震診断業務委託料   ２，０００千円 
    新庄小学校体育館耐震診断業務委託料   ２，４００千円 
    本合海小学校体育館耐震診断業務委託料  １，９００千円 
    日新中学校体育館耐震診断業務委託料   ２，３００千円 
    明倫中学校校舎耐震診断業務委託料    ６，０００千円 
    明倫中学校体育館耐震診断業務委託料   ２，１００千円 
    八向中学校体育館耐震診断業務委託料   ２，０００千円  
            計          ２４，５００千円 

（うち１／３国庫補助金 ８，１６４千円） 
 
  ○平成２２年度に耐震診断を実施した学校施設のうち、耐震補強が必要な沼田小学校体育館

１棟と耐震改築を行う新庄中学校体育館１棟について実施設計を行います。 
 

    沼田小学校体育館耐震補強工事実施設計業務委託料   ９，０００千円 
    新庄中学校体育館改築工事実施設計業務委託料    １９，０００千円  
            計                ２８，０００千円 

（うち３／４義務教育施設改修事業債 ２０，９００千円） 
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平成２３年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

        生涯学習課新庄ふるさと歴史センター  

事 業 名 人間国宝・奥山峰石金工６０周年記念展開催事業 事 業 費 １３，３８１千円 

 
 ■目 的 
   名誉市民である人間国宝・奥山峰石氏が金工６０周年を迎え、その集大成ともいえる展覧

会を本市で開催します。奥山氏の足跡、功績は郷土の誇りであり、市は率先して保護、継承

していく必要があります。この記念展覧会をより良い形で運営するとともに、この機会に奥

山氏の作品を購入し名誉市民特別記念室の充実を図り、多くの市民に奥山氏の作品の鑑賞機

会を提供するなど、本市の文化・芸術の発展に資するために実施するものです。 
  
■内 容 
   奥山氏が今まで作成された作品１２０点余りを全国から集め、その足跡をたどるとともに、

奥山氏にゆかりのある下記の４都市の文化・芸術の更なる発展の礎を築くため、各都市にお

いてリレー方式に記念展覧会を開催します。 
開催期日及び会場は、次のとおり予定されています。 

 
・東京都北区 ････ ６月 ３日（金）～１２日（日）／北とぴあ 
・山形市 ････････ ６月１７日（金）～２６日（日）／山形県郷土館（文翔館） 
・酒田市 ････････ ７月 １日（金）～１０日（日）／酒田市美術館 
・新庄市 ････････ ７月１５日（金）～２４日（日）／新庄市民プラザ 

 
 ■事業費 
   備品購入費   作品購入費    １０，０００千円 
           図録購入費       ７８８千円 
   負 担 金   実行委員会負担金  ２，０９３千円（４都市による実行委員会） 
              〃        ５００千円（本市開催のための実行委員会） 
    合 計             １３，３８１千円 
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平成２３年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室）   

 生涯スポーツ課  

事 業 名 旧山屋小学校施設活用事業 事 業 費 ９，０４９千円 

 
 ■目 的   

旧山屋小学校を宿泊機能を持った教育的・文化的施設として整備し、地域や周辺施設との

連携を図りながら活用することにより、市民はもとより圏域外からの利用者の利便性の向上

と利用者増加を図ります。 
 
■内 容   
東山スポーツハウスが持っている機能を拡充し、後継施設として活用するため、スポーツ

合宿等の宿泊を充実し、また、学校教育や社会教育といった分野での活用や企業の研修、様々

な交流事業など幅広く活用できる施設として整備を図ります。 
  
 ７月１日の供用開始に向けたおおよその整備日程は次のとおりとなります。 

      ３月中旬～５月下旬 
       ・浴室設置工事    ・研修室改修工事 

・消防設備改修工事 
５月上旬～６月下旬 

       ・開館準備 
 

○整備計画 
〔１階〕 
・事務室……施設管理のための事務室 
・厨 房……施設利用者が自炊できる施設(約１００人規模の調理が可能) 
・食 堂……施設利用者の食事処(約１００人が利用可能) 
・浴 室……宿泊者用の浴室、脱衣室(約１０人が同時利用可能) 
・地域交流サロン……地域開放型の交流室 
・体育館……ミニバスケットコート１面、バレーコート１面、 

バドミントンコート２面 
     〔２階〕 
      ・研修室……５室 １室１８人が宿泊可能 計９０人 
      ・調理実習室……調理実習などの体験講習で利用可能 
      ・ミーティングフロア……施設利用者のコミュニティースペース 
      ・学習フロア……図書コーナーと学習可能なスペース 

〔外部〕 
・グランド……野球やサッカーの練習が可能（公式規格の利用はできません） 

  
■事業費   人件費        ２，１００千円 

     維持管理費      ４，１００千円 
        備品購入費      ２，８００千円 
        その他           ４９千円 
 

－１３－ 



 

平成２３年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                          下水道課 施設整備室      

事 業 名 公共下水道処理場長寿命化計画策定事業 事 業 費 ８，０００千円 

 
 ■目 的  

平成２０年に策定された国の「下水道長寿命化支援制度実施要綱」により、今後５年間の

猶予をもって、施設の改築に対する国庫補助が「下水道長寿命化計画」による予防保全的な

管理を実施しているものに限定されることに基づき、平成２３年度からその策定を進めてい

きます。 
  
■内 容  

計画策定期間 平成２３年度から２ヶ年 
・平成２３年度 処理場における施設の調査 
・平成２４年度 長寿命化計画の策定 

  
 ■事業費 

 予定総事業費 Ｃ＝１４，０００千円 
    うち２３年度事業費８，０００千円 

（財源）社会資本整備総合交付金「水の安全・安心基盤整備」（国費補助１／２） 
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                                                                  （単位：千円） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２３年度当初予算における重点プロジェクト事業 

 
○企業誘致戦略策定事業   ３，２００

 

○ふるさと雇用再生特別基金事業 

４４，４５７

○緊急雇用創出事業臨時特例基金事業 

             ７４，１５５

○地域雇用創造実現事業     ２５０

 

○新規企業者借入金利子補給制度補助事業

                ３００

○母子家庭自立支援事業   ３，３８４

 

○看護師養成機関研究調査事業３，０００

 

○若者園芸実践塾事業   １６，０３４

 

○インバウンド誘致キャンペーン実行委員

会負担金         ３，３２５

★凍結防止剤散布車整備事業 

 ２１，１６３

★沖の町・中山町地区流雪溝整備事業 

３０，０００

★五日町金沢線整備事業  ６５，７１５

 

★泉田二枚橋線防雪柵整備事業 

２０，２２０

★住宅リフォーム総合支援事業 

１５，０００

★小中学校施設耐震診断事業 

             ２４，５００

★小中学校施設耐震補強工事実施設計事業

             ２８，０００

★自主防災組織育成助成事業   ５００

 

★公共下水道処理場長寿命化計画策定事業

              ８，０００

★合併浄化槽設置助成事業 ２２，９００

 

★ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防

接種事業        ６６，２４０

 

◇民間立保育所施設改修事業 

 ３０，０００ 

 

◇萩野地区施設一体型小中一貫教育校基本

設計事業        ３８，０００ 

 

◇外国語教育推進事業    ８，６６３ 

 

◇地域公民館整備助成事業  １，０００ 

 

◇旧山屋小学校施設活用事業 ９，０４９ 

 

雇用・交流拡大プロジェクト 

安全・安心充実プロジェクト
子育て・人づくりプロジェクト 
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